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■ 専門部会の開催状況について 

【参考】協議会構成図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 11 回協議会（令和 5 年 12 月 26 日）以降の会議等開催状況 
 

① 街並み・交通アクセス部会 

開催日 主な議題 

第 8 回 

令和 6 年 2 月 8 日 

○小樽市天神地区交通戦略（案）について … 参考資料 1 参照 

➡事務局案を基に関係機関協議に当たることを了承（修正は部会長に一任） 

（主な意見） 

・新規バス路線の検討については、事業者としては本当にできるのか疑問。 

・バスの自動運転は現実的なものになる可能性がある。施策として入れるべき。 

・バスが増えるのであれば、新駅へのアクセス道路を拡幅すべきと思う。 

 →（事務局）交通量推計の結果、現状のままで対応可能であること確認済み。 

・評価指標として、施策の良し悪しが分かりづらいものがあるので詰めるべき。 

② 観光・産業振興部会 

 ＜期間中の開催なし＞ 

③ 駅舎デザイン検討部会 

 【参考：デザイン 3案】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1 

② ③ 

④ 

① 

Ａ案 Ｂ案 Ｃ案 
歴史の継承 新旧の融合 自然と温もり 

小樽の歴史と懐かしさを 

後世に受け継ぐ品格のある駅 

小樽のまちの記憶を継承し、 

未来へ繋ぐ端整なたたずまいの駅 

自然に溶け込み、小樽のまちに 

明かりを灯す洗練された温もりの駅 
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開催日 主な議題 

第 5 回 

令和6年1月15日 

○アンケート結果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○デザイン推薦案について 

第 6 回 

令和6年2月20日 

○デザイン推薦案に関する提言書（案）について 

➡了承（一部文言修正等の確認は、正副部会長に一任） 

提言書の提出 

（部会➡市） 

令和6年3月15日 

提言書（北海道新幹線 新小樽（仮称）駅デザイン推薦案に関する提言

書） 

●推薦案 

Ａ案とする 

●附帯意見（部会協議を踏まえ、今後検討を求めていく事項） 

・照明による演出など、季節や時間帯による見え方の違いへの配慮 

・大きなガラス面を生かしたさらなる工夫 

・小樽らしさが感じられる内部の空間づくり 

・より良い駅づくりのため、工事完了まで地域との協議の継続  など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提言書手交の様子 

（左から上参郷副部会長、迫市長、沼澤部会長） 

＜今後の予定（駅デザイン関係）＞ 

・提言書を基に、市で推薦案を決定 

・令和 6年 3月 28 日に、市から鉄道・運輸機構へ推薦書を提出予定 

④ 戦略会議 

 ＜期間中の開催なし＞ 

小学生 中学生 街頭調査 市民等アンケート 

Ａ案 
・シンプルでモダン。重厚感がある。冬でも目立つ。 

・ガラス張りは開放的で明るく、降車時に景色が広がる。外から中の構造が見えるのが良い。 

・落ち着いたデザインがどの世代にも受け入れられ、長く親しみが持てる。 

Ｂ案 
・北前船の帆を想起させる曲線デザインが独創的。モチーフが明瞭で親しみやすい。 

・開放感、新しさがある。周辺が明るくなる色で、白い壁面が雪景色に合いそう。 

・海にまつわるデザインやレンガ調が小樽のイメージに合う。 

Ｃ案 
・近未来的で洗練されている。未来の小樽にふさわしい。 

・窓から漏れる明かりの美しさが感じられる。「雪あかりの路」のイメージで小樽らしい

おもてなし感を演出できる。 


